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A B C D
　　A：phosphoryl　coline　chloride
　　B：crude　enzyme　ofヵγゆ’oπ伽cξθη“駕卿
　　　　　αc紹∫
　　C　：heat　treated　of　pr∂ρ2’onihacteヵ’um　acnes
　　D：cmde　enzyme　ofαosオπ’dium　P¢殉η・
　　　　　geπs
　　　　　　80％phenol　was　used　as　developing
　　solvent．　Spot　observed　stained　with　Hanes’
　　reagent
Fig．6．　Paper－chromatography　of　hydro－
　　　　　　lysis　of　lecithin　by　crude　enzy皿e
　　　　　　of　ProPt’onihαcteriエu〃3　acnes
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Fig．　7．　Lecithin　hydrolytic　activity　of
Proρt’onibacteηium　acnes　Exc－1　st－
rain　on　egg　yolk　and　lecithin　agar
plate．
The　zone　of　precipitation　is　a　cle－
aring　of　the　agar　plate　around　the
colonies（apPer），　the　crude　enzyme
（under：left：heated　sample）
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Fig．8．　Effects　of　concentration　of　ex－
　　　tract　upon　lecithin　hydrolysis
すごとく，対照としてphosphoryl　choline　chlo’
ride　と一致するスポットが認められた．なお，
100℃10分処理した抽出試料の反応液中には全
くphosphoryl　choline　chloride様スポットが認
められなかった．また，αos彦死漉μ勿ρθη勿㎎εηsか
ら同様に抽出した試料はPm吻o痂施漉W〃脇6鰯
と近似していた（Fig．6）．これらの成績から，卵
黄平板上に乳光反応を呈する　P畑励磁bα磁力μ％
acnesの反応因子は明らかにlecithinを分解する
ものと考えられた（Fig．7）．
　また，抽出試料の濃度によるlecithin分解性を
見ると，濃度に比例して滴定量が増量していた
（Fig・8）．本因子の熱抵抗性を検討すると，40℃
では殆んど活性に影響が認められないが，50℃で
活性が低下し，60℃で不活化される易熱性であっ
た（Fig．9）．以上の成績から本菌の卵黄反応因子
はlecithinaseであると考えられた．この酵素の作
用至適pHを平板法で検すると，pH　6．5～7．0で最
も顕著な反応帯が認められ，従って本酵素の作用
至適pHは6．5～7．0であると考えられた（Table
8）．
考 察
　3菌種混合で感染能を有するheparinase産生
性Btzcteroicies，　Pm吻0批泌鹿酩勿acnesおよび
llacteroides　melaninogenicmsの酸性ムコ多糖体
分解能を検討した結果，heparinase産生性Bac・
teroidesは供試3種の酸性ムコ多糖体を分解し，
0
　non　　’　　　40°C　　　　　　50℃　　　　　　　60°C
　　　　　　t｝eated（10min）
crude　enzyme：double　condensed　of　origi・
　　　　　　na1
Fig．　9．　Influence　of　lecithin　hydrolytic
　　　activity　of　crude　enzyme　by　heat
　　　treatment
70℃
一方，PPtopionibacterium　acnesはheparin分解
能は認められなかったが，chondroitin　sulfateお
よびhyaluronic　acidを分解した．しかし，　BZzc・
teroides　melaninogeniCZCSは，酸性ムコ多糖体に
作用しなかった．さらにProPtonibacten’um　dcnes
は卵黄寒天上で乳光反応を有し，この反応因子は
1ecithinaseであることがわかった．
　heparinase産生性lincteroidesは，その生物学
的性状から」吻磁励4θs　o抱体10）と近似するが，
xyloseおよびarabinoseの分解能は異なり，ま
た，Bacteroides　oralisにはこれら酸性ムコ多糖体
分解能は認められない19）．heparinase　産生性
，Eincteroidesは上述の如く広範な酸性ムコ多糖体
分解能を有する．さらに本菌のこれら分解活性が
基質誘導性である事実は，口腔内Elacteroides中，
潜在的適応酵素産生能の豊富な特性を有する菌種
と考えられる．従ってこれら多糖体分解酵素の誘
導性を有する本菌は，口腔常在性であり，複雑な
歯周組織構成基質2）の供試以外のムコ多糖体を分
解する可能性もあろう．局所における本菌の増量
は，これらの基質分解酵素で，歯周組織を崩壊し，
20 中村他：混合感染能を有する口腔内嫌気性菌の酸性ムコ多糖体と脂質分解酵素に関する研究
感染の場をさらに拡大するものと考えられる．一
方，Propionibacten’um　acnesは，　heparinase産生
性lincteroidesに比較して，それ程saccharolytic
とは言えないが，本菌酵素はproducibleな酵素で
菌体外に産生される点は基質崩壊の進行・過程に
影響するかも知れない．また，本菌の脂質分解能
は，Werner　av）が報告しているが，判然としていな
かった．しかし，本研究によってProPtonibacte－
「ium　acnesはheparin分解能は欠除しているが，
脂質特にlecithin分解能を有する点は注目すべき
であろう．lecithinaseは赤血球や組織細胞の細胞
膜を溶解し，結合組織の構築は破壊され，細菌の
増殖に好適な環境を与えるので本菌の加担は歯周
組織崩壊をさらに広域なものとするだろう．また，
事実，皮膚常在性のCo2　ynebacten’umのlipaseに
よって生ずる脂肪酸の病因的役割を重視する報告
1）もある．本菌はheparinase産生性llacteroides
に欠除したlecithinaseを補い感染に参画する可
能性が考えられる．，また，本菌は硬蛋白分解能も．
保有して20｝おり，これら基質分解の広範な点は歯
周組織崩壊機構にそれぞれの役割を有しているに
違いない．しかし，これらの基質分解性菌2種の
みでは感染が成立し得ない．すなわち感染を誘発
するには，，Eincteroides〃melaninogendeUSの参画を
要する．lincteroides　melaninogenicusは酸性ムコ
多糖体分解能が認められないが，collagenaseを
保有する唯一の菌種である．本菌群中特殊な菌株
26）以外単一菌によって感染症が成立し得ない事実
は，またcollagenaseのみで，感染まで誘導し得な
いものと考えられよう．酵素学的に崩壊機序を考
察する病因論に於いては，3菌種混合によっての
み感染が成立する事実から，これら各菌の保有す
る多面的基質分解酵素での役割の参画を考えざる
を得ない．また，基質溶解のみならず感染の防禦
反応機構8）9）の減弱をも含めて感染を許す役割も
あろう．しかし，実際に感染の場におけるこれら
の酵素o真の役割についてはさらに検討の要があ
る．一方，2菌種の酸性ムコ多糖体分解酵素は単
一物質によるか否かは粗酵素による検討では明ら
かではないが，特にheparinase産生性Iincteroi－
desの基質添加で活性の出現が増減する事実は，
少なくとも同一酵素とは考えられない．これらは，
分解酵素の精製に依存しなければならず，現在検
討中である．また，これら菌種の潜在的病原性は
上述の産生酵素のみならず，内毒素6）17）やアレル
ギー感作機構21）22）なども当然関与するものと考え
られ『る．
結 論
　種々の動物に混合感染能を有する3菌種の酸性
ムロ多糖体分解能およびProPt’onibczcterium　acnes
の脂質，特にlecithin分解因子について検討し，
次の結果を得た．
　1．基質添加液体培地中でheparinase産生性
，Elacteroidesは，　heparin，　chondroitin　sulfateおよ
びhyaluronic　acidを分解し，　Pぬ〆oη伽cち％勿
acnesはheparinを除く2種の酸性ムコ多糖体を
分解した．しかし，lincteroides　’melaninogenic，ws
の供試10株はいずれの酸性ムコ多糖体に対しXK（
も作用しなかった．
　2．各分解能を有する2菌種からの抽出粗酵素
では，heparinase産生性IEincteroidesは前培養に
各基質を添加しないとheparinおよびchondroi・
tin　sulfate分解活性が発現せず，本菌のこれら分
解活性は誘導性であることがわかった．しかし，
hyaluronic　acid分解活性は基質添加に関係なく
認められた、・ProPtonibacten’um　acnesは前培養に
基質無添加でも活性が発現し，producibleであっ
た、
　3．・彫吻わ磁6α6允ガμ勿acnesの卵黄反応因子
は，lecithinを明らかに分解し，65℃で不活化さ
れる易熱性の酵素で，その作用至適pHは6．5
～7．0であることがわかった．　　　　　　　、
　4．混合感染能を有する3菌種は広範な基質分
解酵素を保有しており，歯周組織崩壊を基盤とし
てこれら菌種の病原的役割を考察した．
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